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原始銀河団と呼ばれる遠方宇宙における銀河高密度領域は、宇宙の構造形成だけではなく銀河進化と環境効果
の関連性を探るためにも重要な研究対象である。しかし銀河団は稀な天体であることからサンプル数が少なく、
また多様な探査手法による観測バイアスも原始銀河団の特徴の理解を難しくさせている。本研究はHSCすばる戦
略観測 (HSC-SSP)の広視野可視撮像サーベイを用いることで一様な手法による多数の原始銀河団サンプルの構
築を行い、原始銀河団の一般的な描像を理解することを目指している。Deep領域は∼ 24 deg2もの広さを持ち、
U -bandサーベイの CLAUDSとも組みわせることで深い多色撮像データも利用できるので、赤方偏移３から５
にわたって合計 100個以上の原始銀河団候補領域を同定することができた。次に、星形成銀河の静止波長UVで
の明るさ分布を原始銀河団候補領域の銀河とフィールド銀河で比較すると、原始銀河団候補領域では明るい銀河
がより多く存在していることが分かった。Deep領域における近赤外撮像データも活用することで、SEDフィッ
ティングから原始銀河団候補領域の銀河とフィールド銀河の平均的な物理性質について調べた。その結果、原始
銀河団候補領域に存在する銀河は星質量に対する星形成率の割合はフィールド銀河と違いはないものの、星質量
の大きい銀河がより多く存在していることがわかった。高密度環境では銀河形成がより早い時期に始まるものの、
個々の銀河の星形成活動そのものに対しては大きな影響を与えていないと推測できる。


